筑波大学国際総合学類３０周年記念シンポジウムを振り返って
去る２０１３年１２月２１日（土）に開催された国際総合学類３０周年記念シンポジウムは、亀山啓輔教授の司会により、前川啓治実行委員長の挨拶から始まり、柳井俊二国際海洋法裁判所所長による国際交流についての基調講演の後、中村学類長から学類の現在と未来についての展望が語られた。また、綾部裕子元学類長からは学類創設以来の展開が、種々のエピソードとともに披露された。
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一期生でもある細井邦生同窓会会長からは、創設当時の学生の様子がヴィヴィッドに語られ、続く講演では、２００８年に故秋野先生を偲んで開催された秋野豊記念コンサートの実行委員長でもあった古在由春氏と、NHKでアナウンサーとして活躍している山田大樹氏により、「筑波大学での学びとキャリア構築に与えた影響」という題目の下、国際生ならではの学生時代の体験が語られた。
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今回のシンポジウムの目玉である卒業生と在学生との対話「熱く語ろう! 国際総合(関係)学類」では、山田大樹氏の軽快な司会のもと、パネリストのやりとりが参加者を惹きつけた。学類OB/OGとして、川初美穂氏（早稲田総研イニシアティブ）、澤田修孝氏（外務省）、古在由春氏（伊藤忠商事）、五十嵐立青氏（つくばアグリチャレンジ代表　前つくば市議）、学生からは、東村唯香さん（国際総合学類4年次）、川上大河君（国際総合学類3年次）が加わり、筑波大学を志した理由から、振り返った学生時代、国際総合学類で学んだ意義など、また昔の学生気質から現在の学生の環境にいたるまで、やはりここでも国際生OB/OGならではの個性あふれる語りが続いた。現役生からは、そうした先輩たちに現役生の立場からの質問がなされ、活気づいた。
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懇親会は、柴田政子准教授の司会により、同窓会幹事二期生の浅野茂雄氏の乾杯の音頭で始まり、元国際総合学類長の北脇信彦筑波大学コモンズ・ジェネラル長、および同窓会幹事三期生の村上晋氏から励ましの祝辞をいただき、在校生、卒業生、教員が時空を共有する有意義で密なひと時をもつことができた。

次の、参加学生のコメントがシンポジウムのすべてを語ってくれていよう。
とても素晴らしいイベントでした。特に最後のパネルディスカッションには感動し、ちょっと涙が出そうになりました。

パネラーの方それぞれの言葉に共感し、心打たれました。先生方の言葉には国際への愛情と誇りが感じられ、一学生として嬉しかったです。
　「国際に入って良かった」という思いと、「これから国際出身として頑張らねば」という思いの両方があります。
　私は留学したことがあるわけでもないため、優秀な他の国際生に対して引け目を感じることがあります。まもなく卒業を迎えますが、学生生活を振り返ってこうすれば良かったと思うこともあります。ハイレベルな環境の中で、自分のことを「国際生」だと自信を持って言える気も、極端に言えばなかったかもしれません。
　ただ、パネラーの方々の言葉を聞いて思ったのは、こんな国際総合学類だからこそ生まれた自分のアイデンティティを大切にして、正解はないのだから、自分の思う道を切り拓いて行こうということです。もともとそうするつもりでしたが、そういう道をゆく自信をもらいました。

　国際で学んだこと・築いた人脈を今後も活かし、いつか本気で国際総合学類に感謝を伝えられる日が来るように頑張っていきたいです。
　卒業前にこのようなイベントに参加できて本当に良かったです。感謝の気持ちをお伝えしたくメールさせて頂きました。　　　　　　　　　　　　（引用は、本人の承諾を得ています。）
